
    

   

第 

１ 

章 

 

 

 

福島市環境基本計画 

 
 

～みんなで目指す環境都市像～ 

安心安全で誇りがもてる環境を 守り 

未来に向け つなぎ 創出する 

“環境共生都市 ふくしま市” 
 

 

 

 

令和３年２月 

福 島 市 

 



    

   

第 

１ 

章 

はじめに 

本市は、西に雄大な吾妻連峰、東になだらかな阿

武隈高地に包まれ、まちの中心部には緑豊かな信夫

山があり、清流・荒川が流れています。 

また、盆地特有の気候と風土を生かした四季折々

のくだものや飯坂・土湯・高湯の個性の異なる３つ

の温泉、「桃源郷」と称される花見山に代表される

花の名所など、まさに“実・湧・満・彩”な豊かな

自然、そして、その自然からもたらされる多くの恵

みは、かけがえのない本市の宝です。 

 

一方で、私たちを取り巻く「環境」は、多くの困難に直面しています。 

東日本大震災と、それに伴う原子力災害によって、私たちの生活の基盤である安心

安全な環境が大きく揺らぎ、本市の豊かな自然とその恵みが脅かされました。 

地球温暖化は、気温上昇や異常気象などの気候変動をもたらし、令和元年東日本 

台風のような、これまで経験したことのない災害や健康被害が危惧されています。 

また、ごみの排出量の増加や自然環境の悪化など、様々な課題を抱えており、これ

らは環境の側面のみならず、人口減少や経済の停滞、新型コロナウイルス感染症など、

社会的・経済的な側面とも複雑に絡み合っています。 

 

新たな「福島市環境基本計画」では、みんなで目指す環境都市像を「安心安全で誇

りがもてる環境を 守り 未来に向け つなぎ 創出する 環境共生都市 ふくしま市」と

定めました。 

これは、私たちを取り巻く様々な「環境」について、その価値を認識し、大きな負

荷をかけないよう配慮しながら、保全や活用、変化を加え、よりよいものとして向上

させ、あるいは創り出すことによって、環境とともに健全で心地良い生活を営むこと

ができる“環境共生都市”をみんなで目指すものです。 

 市民・事業者の皆さまとのパートナーシップのもと、「持続可能な開発目標」   

（ＳＤＧｓ）の考え方も反映させ、環境都市像の実現に向けて、環境施策のより一層

の充実に努めてまいります。 

 

終わりに、本計画の策定にあたり、ご尽力を賜りました福島市環境審議会の皆様を

はじめ、ご協力いただきました多くの皆様に心からお礼申し上げます 。 

 

令和３年２月 
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